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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ムービングプレートを正規の姿勢に矯正する。
【解決手段】フード部１４を有する雄側コネクタ１０と
、フード部１４内に嵌合される雌側コネクタと、雄端子
金具をフード部１４内にて位置決めするムービングプレ
ートとを備え、ムービングプレートは、板状のプレート
本体部４２と、プレート本体部４２の周縁から立ち上が
る周壁部とを備え、プレート本体部４２は、雌側コネク
タとともにフード部１４の奥側に移動するコネクタであ
って、周壁部は、板状の壁部によって略角筒状に形成さ
れ、壁部の外面において壁部の開口縁の中央部と対応す
る位置に規制突部４８が設けられ、フード部において壁
部の外面と対面する位置に、規制突部４８と係止するこ
とにより周壁部を正規の姿勢に矯正する係止縁部２１が
設けられている構成としたところに特徴を有する。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筒状のフード部を有する雄側ハウジングと、前方から前記フード部内に嵌合される雌側
ハウジングと、前記雄側ハウジング内に収容された雄端子金具を前記フード部内にて位置
決めするムービングプレートとを備え、
　前記ムービングプレートは、位置決め孔を有し板状のプレート本体部と、前記フード部
の内周面に沿って前記プレート本体部の周縁から立ち上がる周壁部とを備え、前記プレー
ト本体部は、前記雌側ハウジングとともに前記フード部の奥側に移動するコネクタであっ
て、
　前記周壁部は、板状の壁部によって略角筒状に形成され、前記壁部の外面において開口
縁の中央部と対応する位置に係止部が設けられ、
　前記フード部において前記壁部の外面と対面する位置に、前記係止部と係止することに
より前記周壁部を正規の姿勢に矯正する被係止部が設けられていることを特徴とするコネ
クタ。
【請求項２】
　前記係止部は、前記壁部の外面と対向して配置された一対の突部を有し、前記両突部は
、前記壁部の外面に沿ってそれぞれ反対方向に突出している請求項１に記載のコネクタ。
【請求項３】
　前記両突部は、前記両突部間を通る軸線を基準として非対称となるように配置されてい
る請求項２に記載のコネクタ。
【請求項４】
　前記壁部の外面に、前記開口縁の中央部に開口する一対の導入溝が設けられ、前記導入
溝を構成する両側壁から前記両突部がそれぞれ突出して設けられている請求項２または請
求項３に記載のコネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ムービングプレートを備えたコネクタとして、例えば下記特許文献１に記載のコ
ネクタが知られている。このコネクタは、筒状のフード部を有する雄側コネクタと、前方
からフード部内に嵌合される雌側コネクタと、端子の位置決めを行うムービングプレート
とを備えている。ムービングプレートは、フード部内にて前後方向に移動可能に収容され
ている。ムービングプレートは、複数の位置決め孔を有する板状のプレート本体部と、フ
ード部の内周面に沿ってプレート本体部の周縁から立ち上がる周壁部とを備えている。
【特許文献１】特開平１１－６７３３８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、ムービングプレートは、樹脂成形品であり、図１５に示すように、成形
過程で周壁部１が内側に凹んだ不正な姿勢になる場合がある。このようにムービングプレ
ートが不正な姿勢のまま、ムービングプレートをフード部２内に収容すると、周壁部１の
外面とこれに対面するフード部２の内面との間に隙間３が形成されてしまう。
【０００４】
　本発明は上記のような事情に基づいて完成されたものであって、ムービングプレートを
正規の姿勢に矯正することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、筒状のフード部を有する雄側ハウジングと、前方からフード部内に嵌合され
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る雌側ハウジングと、雄側ハウジング内に収容された雄端子金具をフード部内にて位置決
めするムービングプレートとを備え、ムービングプレートは、位置決め孔を有し板状のプ
レート本体部と、フード部の内周面に沿ってプレート本体部の周縁から立ち上がる周壁部
とを備え、プレート本体部は、雌側ハウジングとともにフード部の奥側に移動するコネク
タであって、周壁部は、板状の壁部によって略角筒状に形成され、壁部の外面において壁
部の開口縁の中央部と対応する位置に係止部が設けられ、フード部において壁部の外面と
対面する位置に、係止部と係止することにより周壁部を正規の姿勢に矯正する被係止部が
設けられている構成としたところに特徴を有する。
【０００６】
　このような構成によると、ムービングプレートの周壁部が正規の姿勢に対して変形して
成形された場合であっても、係止部を被係止部に係止させることにより、周壁部を正規の
姿勢に矯正することができる。このため、例えば周壁部が内側に凹んで形成されていた場
合に、両ハウジングの嵌合の際に、雌側ハウジングの嵌合面が周壁部の開口縁と干渉する
ことがない。
【０００７】
　本発明の実施の態様として、以下の構成が好ましい。
　係止部は、壁部の外面と対向して配置された一対の突部を有し、両突部は、壁部の外面
に沿ってそれぞれ反対方向に突出している構成としてもよい。
　このような構成によると、両突部と壁部の外面との間に被係止部が配置されるようにし
て係止部と被係止部を係止させることができる。
【０００８】
　両突部は、両突部間を通る軸線を基準として非対称となるように配置されている構成と
してもよい。
　このような構成によると、ムービングプレートをフード部内に誤って組み付けることが
規制され、正しく組み付けることができる。
【０００９】
　壁部の外面に、開口縁の中央部に開口する一対の導入溝が設けられ、導入溝を構成する
両側壁から両突部がそれぞれ突出して設けられている構成としてもよい。
　このような構成によると、導入溝の両側壁を利用して両突部を形成することができる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、ムービングプレートを正規の姿勢に矯正することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　＜実施形態１＞
　本発明の実施形態１を図１ないし図１４の図面を参照しながら説明する。本実施形態の
コネクタは、図１に示すように、レバー８０の回動操作に基づいて互いに嵌合可能とされ
る雄側コネクタ１０および雌側コネクタ６０と、雄側コネクタ１０に装着されるムービン
グプレート４０とを備える。なお、以下の説明において前後方向については、両コネクタ
１０，６０の嵌合面側を前方とする。
【００１２】
　雌側コネクタ６０は、図４に示すように、複数の雌側サブコネクタ６１を合成樹脂製の
雌側フレーム６２に組み付けた構成とされている。各雌側サブコネクタ６１は、合成樹脂
製の雌側サブハウジング６３を有している。本発明でいう雌側ハウジングは、雌側フレー
ム６２と複数の雌側サブハウジング６３とから構成されている。この雌側ハウジングは、
全体として略方形のブロック状をなしており、略正方形の嵌合面を有している。
【００１３】
　雌側フレーム６２の内部には、雌側サブコネクタ６１を収容可能な雌側サブコネクタ収
容部６４が前後方向に貫通して形成されている。雌側サブハウジング６３の外面には、ロ
ック受部６３Ａが設けられている。一方、雌側サブコネクタ収容部６４の内部には、ロッ
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ク受部６３Ａに係止して雌側サブコネクタ６１を抜け止め状態に保持するロック部６４Ａ
が設けられている。
【００１４】
　これにより、後方から雌側サブコネクタ収容部６４の内部に雌側サブコネクタ６１が図
４に示す正規の挿入位置に挿入されると、ロック部６４Ａがロック受部６３Ａに係止する
ことによって雌側サブコネクタ６１が雌側サブコネクタ収容部６４の内部において後方に
抜け止めされた状態で収容される。
【００１５】
　雌側サブコネクタ６１の内部には、図７に示すように、雌端子金具７０を収容するキャ
ビティ６５が高さ方向（図７における上下方向）に並んで配置されている。キャビティ６
５は、雌側サブハウジング６３を前後方向に貫通して形成されている。雌端子金具７０は
、図４に示すように、ランス６４Ｂおよびリテーナ６９によってキャビティ６５の内部で
後方に抜け止めされた状態で収容されている。
【００１６】
　雌側フレーム６２の嵌合面（前面）において各雌側サブコネクタ６１間には、図７に示
すように、凹部６６が形成されている。この凹部６６は、各雌側サブコネクタ６１の嵌合
面より一段低くなるように凹み形成されている。この凹部６６には、後述するように、両
コネクタ１０，６０の嵌合時に、ムービングプレート４０に設けられた保護壁４１が進入
するようになっている。
【００１７】
　雌側フレーム６２の両側面には、図７に示すように、高さ方向略中央部に、前後方向に
延びた断面長円形をなす一対の第１カムピン６７が突設されている。また、両第１カムピ
ン６７の下方には、前後方向に延びた一対のガイドリブ６８が形成されている。両ガイド
リブ６８によって両コネクタ１０，６０の嵌合の案内がなされるとともに、両コネクタ１
０，６０の誤嵌合が防止される。
【００１８】
　雄側コネクタ１０は、図４に示すように、複数の雄側サブコネクタ１１を合成樹脂製の
雄側フレーム１２に組み付けた構成とされている。各雄側サブコネクタ１１は、合成樹脂
製の雄側サブハウジング１３を有している。本発明でいう雄側ハウジングは、雄側フレー
ム１２と複数の雄側サブハウジング１３とから構成されている。
【００１９】
　雄側フレーム１２において雄側サブハウジング１３より前方に突出するようにして、略
角筒状のフード部１４が形成されている。フード部１４は、複数の雄側サブハウジング１
３によって構成される嵌合面の周縁から前方に突出している。フード部１４は、略正方形
の間口を有している。フード部１４の内部には、ムービングプレート４０が前後方向に移
動可能に収容されている。
【００２０】
　雄側フレーム１２の内部には、雄側サブコネクタ１１を収容可能な雄側サブコネクタ収
容部１６が前後方向に貫通して形成されている。雄側サブハウジング１３の外面には、ロ
ック受部１３Ａが設けられている。一方、雄側サブコネクタ収容部１６の内部には、ロッ
ク受部１３Ａに係止して雄側サブコネクタ１１を抜け止め状態に保持するロック部１６Ａ
が設けられている。
【００２１】
　これにより、後方から雄側サブコネクタ収容部１６の内部に雄側サブコネクタ１１が図
６に示す正規の挿入位置に挿入されると、ロック部１６Ａがロック受部１３Ａに係止する
ことによって雄側サブコネクタ１１が雄側サブコネクタ収容部１６の内部において後方に
抜け止めされた状態で収容される。
【００２２】
　雄側サブコネクタ１１の内部には、図１２に示すように、雄端子金具２０を収容するキ
ャビティ１５が高さ方向に並んで配置されている。キャビティ１５は、図４に示すように
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、雄側サブハウジング１３を前後方向に貫通して形成されている。雄端子金具２０は、ラ
ンス１６Ｂおよびリテーナ１７によってキャビティ１５の内部で後方に抜け止めされた状
態で収容されている。両コネクタ１０，６０を嵌合させると、両端子金具２０，７０が電
気的に接続される。
【００２３】
　雄側フレーム１２の両側面には、高さ方向略中央部に、レバー８０を支持する一対の支
持軸１８が突設されている。また、雄側フレーム１２の両側面には、図１に示すように、
フード部１４の前端開口縁から支持軸１８に向けて直線状に切り欠いた一対の逃がし溝１
９が凹み形成されている。両コネクタ１０，６０の嵌合時には、逃がし溝１９に第１カム
ピン６７が進入するようになっている。
【００２４】
　レバー８０は合成樹脂製であって、図６に示すように、左右一対の板状をなすアーム部
８１と、両アーム部８１を連結する操作部８２とからなり、全体として門形に形成されて
いる。アーム部８１には、図１に示すように、支持軸１８を受ける軸受孔８３が形成され
ている。レバー８０は、その軸受孔８３に支持軸１８を嵌合させることで、その嵌合位置
を中心として、アーム部８１が高さ方向に切り立つ待機位置（図１におけるレバー８０の
位置）と、アーム部８１が雌側コネクタ６０の両側面外方を横切って操作部８２が雌側コ
ネクタ６０の後方に回り込む嵌合位置（図３におけるレバー８０の位置）との間で、回動
可能となっている。雌側コネクタ６０の後面には、嵌合位置におけるレバー８０の操作部
８２と係止するレバー係止部６０Ａが後方に突出して設けられている。また、アーム部８
１の内面には、軸受孔８３を中心とする弧状のカム溝８４がアーム部８１の周縁に開口し
て形成されている。
【００２５】
　ムービングプレート４０は合成樹脂製の樹脂成形品であって、フード部１４内に配置さ
れ、各雄端子金具２０を正規の位置に位置決めする役割を担っている。ムービングプレー
ト４０は、板状をなす複数の壁部によって構成される略角筒状をなし、フード部１４内に
て前後方向への移動が可能である。ムービングプレート４０は、図８に示すように、その
移動方向と略直角な板状をなす略方形のプレート本体部４２と、プレート本体部４２の周
縁から前方に突出する略角筒状の周壁部４３とを備えてなる。両コネクタ１０，６０の嵌
合時、周壁部４３の外周面がフード部１４の内周面に摺接可能に移動するようになってい
る。そして、周壁部４３の内面には、図６に示すように、両ガイドリブ６８と対応する位
置に、一対の切り欠き４４が形成されている。フード部１４の内面のうち両切り欠き４４
と対応する位置には、ガイドリブ６８を受け入れる一対の受け溝１４Ａが凹み形成されて
いる。
【００２６】
　周壁部４３の両側面には、図１０に示すように、高さ方向略中央部に、前後方向に延び
て周壁部４３の前端縁に開口する一対の導入溝４５が第１カムピン６７を受け入れ可能に
形成されている。そして、周壁部４３の両側面には、図９に示すように、第２カムピン４
６が導入溝４５を跨ぐようにして外方に突出して形成されている。第２カムピン４６は、
前方から見ると略門形をなし、その内側に第１カムピン６７を嵌合可能としている。第２
カムピン４６は、その内側へ第１カムピン６７が入ってきたときに、両コネクタ１０，６
０の嵌合完了に至るまでの間、第１カムピン６７と合体した状態でレバー８０のカム溝８
４に係合される。これにより、レバー８０の回動操作により、雌側コネクタ６０とムービ
ングプレート４０が一体となって移動するようになっている。
【００２７】
　また、プレート本体部４２には、各雄端子金具２０を挿通する位置決め孔４７が整列し
て貫通形成されている。位置決め孔４７は、詳細には図１１に示すように、プレート本体
部４２の後面にラッパ状に拡開されることで各雄端子金具２０の誘い込みをなす一方、プ
レート本体部４２の前面に窄み状態で開口されることで各雄端子金具２０の位置決めを保
障している。ムービングプレート４０は、両コネクタ１０，６０の嵌合時、プレート本体
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部４２が各雄側サブコネクタ１１の前面より浮いた状態となる初期の組付け位置（以下、
初期位置）からプレート本体部４２が各雄側サブコネクタ１１の前面に当接する嵌合完了
時の位置（終端位置）にかけて移動するわけであるが、その移動経路のいずれの位置にあ
っても、雄端子金具２０は位置決め孔４７に貫通した状態に保たれ、これによって雄端子
金具２０の位置決めが確実になされる。ムービングプレート４０が初期位置にあるときに
、プレート本体部４２の前面には、図４に示すように、雄端子金具２０の先端部が突出し
て嵌合面側に臨むようになっている。この状態で、図示しない導通検査に供される。なお
、フード部１４内における各雄端子金具２０の先端位置は前後方向について同じ位置に揃
っている。
【００２８】
　プレート本体部４２の前面（雌側コネクタ６０との対向面）には、図８に示すように、
複数の保護壁４１が前方に突出して設けられている。これらの保護壁４１は、雌側コネク
タ６０の前面（雄側コネクタ１０との嵌合面）に形成された凹部６６と対応して設けられ
ている。すなわち、保護壁４１は、両コネクタ１０，６０の嵌合時に、各雌側サブコネク
タ６１を区画するように配置される。換言すると、保護壁４１は各雄側サブコネクタ１１
を区画する位置に設けられている。
【００２９】
　保護壁４１は、プレート本体部４２の前面から略垂直に立ち上がる形態をなしてプレー
ト本体部４２に連結されている。また、保護壁４１の両側縁は、周壁部４３にそれぞれ連
結されている。詳細には、保護壁４１は、周壁部４３のうち第２カムピン４６が設けられ
ていない一対の壁部間に配置されている。この結果、保護壁４１は、周壁部４３のうち第
２カムピン４６が設けられている一対の壁部４３Ａとほぼ平行をなして配置される。これ
により、保護壁４１は、両側縁が両壁部に連結されることでプレート本体部４２の前面に
倒れることが規制されるとともに、プレート本体部４２および周壁部４３自身も、保護壁
４１と一体に連結されることで剛性が高くなっている。
【００３０】
　保護壁４１の前端部には、幅方向中央と幅方向両側とを切り欠くことによって３つの切
欠部４１Ａが形成されている。３つの切欠部４１Ａのうち中央の切欠部４１Ａには、両コ
ネクタ１０，６０の嵌合時に、雌側コネクタ６０のロック部６４Ａが配置されるようにな
っている。すなわち、同中央の切欠部４１Ａが設けられることによって、両コネクタ１０
，６０の嵌合時に、保護壁４１とロック部６４Ａとの干渉が回避される。
【００３１】
　また、３つの切欠部４１Ａのうち中央の切欠部４１Ａにおいては、保護壁４１の側方に
張り出すようにして一対の対向壁４１Ｂが設けられている。プレート本体部４２において
両対向壁４１Ｂ間に対応する位置には、図９に示すように、ロック部１６Ａの解除操作を
行う解除治具を挿通させる通し孔４２Ａが貫通形成されている。したがって、ムービング
プレート４０がフード部１４内に収容された状態であっても、通し孔４２Ａに解除治具を
通して挿入することにより、ロック部１６Ａとロック受部１３Ａとの係止を解除すること
ができる。このとき、解除治具は、両対向壁４１Ｂ間を通って通し孔４２Ａに挿入される
ため、解除治具が雄端子金具２０に接触することが回避され、雄端子金具２０の変形など
を防ぐことができる。
【００３２】
　なお、保護壁４１は、図５に示すように、前方に向かうほど細くなる形状とされている
。また、保護壁４１の前端の内外縁（厚み方向両端縁）は切り欠かれて面取りされている
。これにより、両コネクタ１０，６０の嵌合時に、保護壁４１の両側面によって保護壁４
１を凹部６６内に進入させる際の誘い込みが行われ、雌側コネクタ６０の凹部６６に保護
壁４１が嵌合し、ムービングプレート４０がフード部１４内を位置決め状態で移動可能と
なっている。
【００３３】
　ところで、図４に示すように、保護壁４１のプレート本体部４２の前面からの突出量は
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、位置決め孔４７から前方に突出した雄端子金具２０の先端部の突出量よりも大きくなっ
ている。この理由は、フード部１４内にムービングプレート４０が初期位置にて収容され
た状態で、同フード部１４内に前方から不正姿勢をとった雌側コネクタ６０が進入してき
ても、雌側コネクタ６０の嵌合面における周縁部が保護壁４１の前端部に突き当たること
を回避し、雄端子金具２０の損傷を防ぐためである。
【００３４】
　さて、周壁部４３において左右に対向する両壁部４３Ａの外面には、図９に示すように
、一対の規制突部（本発明の「係止部」の一例）４８がそれぞれ外方に突出して設けられ
ている。両規制突部４８は、両壁部４３Ａの開口縁の中央部と対応する位置に設けられて
いる。両規制突部４８は、両壁部４３Ａの外面と対向して配置された（周壁部４３の両側
面からオーバーハング状に張り出した）一対の突部４８Ａを有し、両突部４８Ａは、壁部
４３Ａの外面に沿ってそれぞれ反対方向（上下方向）に突出している。また、両突部４８
Ａは、導入溝４５を構成する両側壁からそれぞれ突出して設けられている。このため、導
入溝４５の両側壁を利用して両突部４８Ａを形成することができる。なお、両規制突部４
８は、図１０に示すように、前後方向に延びる形態をなしている。
【００３５】
　一方、フード部１４において両規制突部４８と対応する位置には、図１３に示すように
、両規制突部４８と係止することにより周壁部４３を正規の姿勢に矯正する一対の係止縁
部（本発明の「被係止部」の一例）２１が設けられている。両係止縁部２１は、逃がし溝
１９の上下両側を構成する両側縁部のうち外側部分ををテーパ状に切り欠くようにして設
けられている。両係止縁部２１は、図１４に示すように、両規制突部４８とあり溝状に嵌
合可能である。これにより、両壁部４３Ａが成形過程で内側に凹んで形成された場合であ
っても、両規制突部４８と両係止縁部２１が嵌合することによって両壁部４３Ａを正規の
姿勢に矯正することができる。したがって、両コネクタ１０，６０の嵌合時に、雌側コネ
クタ６０の嵌合面が周壁部４３の開口縁に干渉するなどして両コネクタ１０，６０の嵌合
動作が阻害されることを規制できる。
【００３６】
　なお、両突部４８Ａは、両突部４８Ａ間を通る軸線Ｃを基準として非対称となるように
配置されている。このため、ムービングプレート４０をフード部１４に対して上下反転し
た誤った姿勢で組み付けようとした場合に、誤って組み付けることが規制され、ムービン
グプレート４０をフード部１４内に正しく組み付けることができる。
【００３７】
　本実施形態は以上のような構成であって、続いてその作用を説明する。まず、雌側コネ
クタ６０と雄側コネクタ１０とを嵌合する際には、周壁部４３の外周面をフード部１４の
内周面に沿わせつつ、図２に示すように、ムービングプレート４０を初期位置に留め置く
とともに、レバー８０を待機位置に保持させる。このとき、ムービングプレート４０の周
壁部４３が成形時のヒケなどによって内側に凹んで形成されていた場合であっても、規制
突部４８の両突部４８Ａと両係止縁部２１とを係止させるようにしてムービングプレート
４０をフード部１４内に組み付けることにより、両壁部４３Ａが外方に引っ張られて周壁
部４３が正規の姿勢に矯正される。なお、両壁部４３Ａが外側に突出して形成されていた
場合も同様であって、両壁部４３Ａを内側に撓ませつつフード部１４内に組み付けること
によってムービングプレート４０を正規の姿勢の矯正することができる。
【００３８】
　ムービングプレート４０をフード部１４に対して初期位置に組み付けた後、フード部１
４内に前方から雌側コネクタ６０を進入させる。この場合に、図５に示すように、雌側コ
ネクタ６０が正規姿勢をとってフード部１４内に進入すると、つまり、雌側コネクタ６０
がその前面（嵌合面）を高さ方向に沿わせるようその前面を前後軸と略直角な方向に向け
た状態でフード部１４内に進入すると、ムービングプレート４０内に雌側コネクタ６０が
嵌入し、雌側コネクタ６０の側面が周壁部４３によって包囲されるとともに、雌側コネク
タ６０の前面がプレート本体部４２の前面と対面する。この状態では、図２に示すように
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、第１カムピン６７がレバー８０のカム溝８４の入口に進入するとともに導入溝４５に嵌
入され、第１カムピン６７と第２カムピン４６が合体した状態でカム溝８４と係合可能と
なる。
【００３９】
　次に、レバー８０を嵌合位置側へ回動すると、第２カムピン４６とカム溝８４との係合
によるカム作用により、雌側コネクタ６０がフード部１４の奥側へ引き込まれるように相
対移動し、両コネクタ１０，６０が互いに接近する。このとき、プレート本体部４２の保
護壁４１が雌側コネクタ６０の凹部６６に嵌入した状態となり、ムービングプレート４０
が雌側コネクタ６０と一体となってフード部１４の奥側へ平行に移動する。ムービングプ
レート４０が移動する間、各雄端子金具２０は、位置決め孔４７を貫通したままであって
正しい位置に保持され、その先端側から順次雌端子金具７０内に入り込み、雌端子金具７
０側との嵌合深さを増していく。そして、ムービングプレート４０が終端位置に至ってレ
バー８０が嵌合位置に達すると、図３に示すように、両コネクタ１０，６０が正規嵌合状
態となり、雄端子金具２０が雌端子金具７０に正規深さで嵌合して、両端子金具２０，７
０が導通可能に接続される。
【００４０】
　以上説明したように本実施形態によれば、次の効果を奏する。両突部４８Ａと両係止縁
部２１とを係止させることによりムービングプレート４０を正規の姿勢に矯正することが
できる。また、両突部４８Ａが導入溝４５を構成する両側壁から反対方向に突出して設け
られているから、両突部４８Ａと両係止縁部２１とをあり溝状に嵌合させることができる
。また、導入溝４５の両側壁を利用して両突部４８Ａを設けたから、規制突部４８の構成
を簡素化できる。また、両突部４８Ａを軸線Ｃに関して非対称となるように配置したから
、ムービングプレート４０の誤組み付けを規制できる。
【００４１】
　＜他の実施形態＞
　本発明は上記記述及び図面によって説明した実施形態に限定されるものではなく、例え
ば次のような実施形態も本発明の技術的範囲に含まれる。
　（１）本実施形態では、周壁部４３の左右両壁部４３Ａに両規制突部４８を設けている
ものの、本発明によると、周壁部４３の上下両壁部に規制突部４８を設けてもよいし、い
ずれか一つの壁部あるいは全ての壁部に規制突部４８を設けてもよい。
【００４２】
　（２）本実施形態では、係止縁部２１を、逃がし溝１９の両側を構成する両側縁部に設
けているものの、本発明によると、フード部１４の内壁において内側に開口するあり溝状
に形成してもよい。
【００４３】
　（３）本実施形態では、ムービングプレート４０側に突部４８Ａを設け、フード部１４
側に突部４８Ａと係止可能な係止縁部２１を設けているものの、本発明によると、ムービ
ングプレート４０側に係止縁部を設け、フード部１４側に前記係止縁部と係止可能な突部
を設けてもよい。
【００４４】
　（４）本実施形態では、規制突部４８が係止縁部２１に係止可能な傾斜面を有している
ものの、本発明によると、壁部４３Ａの外面に平行に延びるようにして規制突部４８を形
成してもよい。
【００４５】
　（５）本実施形態では、一対の突部４８Ａからなる規制突部４８としているものの、本
発明によると、単一の突部４８Ａからなる規制突部４８としてもよい。
【００４６】
　（６）本実施形態では、両突部４８Ａが軸線Ｃを基準として非対称となるように配置さ
れているものの、本発明によると、両突部４８Ａを軸線Ｃを基準として対称に配置しても
よい。
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　（７）本実施形態では、導入溝４５の両側壁を利用して両突部４８Ａを設けているもの
の、本発明によると、導入溝４５とは別に、壁部４３Ａの外面から突出して両突部４８Ａ
を設けてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】実施形態１におけるムービングプレートを雄側コネクタに組み付ける前の状態で
あって両コネクタの嵌合前の状態を示した側面図
【図２】ムービングプレートを雄側コネクタに対し初期位置に組み付けた状態であって両
コネクタの嵌合前の状態を示した側面図
【図３】両コネクタの嵌合後の状態を示した側面図
【図４】ムービングプレートを雄側コネクタに対し初期位置に組み付けた状態であって両
コネクタの嵌合前の状態を示した側断面図
【図５】初期位置においてフード内に雌側コネクタが正規に嵌合した状態を示した側断面
図
【図６】雄側コネクタの正面図
【図７】雌側コネクタの正面図
【図８】ムービングプレートの斜視図
【図９】ムービングプレートの正面図
【図１０】ムービングプレートの側面図
【図１１】ムービングプレートの背面図
【図１２】雄側ハウジングの正面図
【図１３】係止縁部の拡大図
【図１４】両突部と両係止縁部が係止した状態を示した拡大図
【図１５】従来においてムービングプレートとフード部との間に隙間が形成される状態を
示した図
【符号の説明】
【００４９】
　１０…雄側コネクタ
　２０…雄端子金具
　２１…係止縁部（被係止部）
　４０…ムービングプレート
　４２…プレート本体部
　４３…周壁部
　４３Ａ…壁部
　４５…導入溝
　４７…位置決め孔
　４８…規制突部（係止部）
　４８Ａ…突部
　６０…雄側コネクタ
　Ｃ…軸線
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